
昭和 44年 12月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「ゆく年・くる年」 

運送屋中村（山田光夫） 同山田（言美健市） 同田中（金田稔） 左官屋佐藤（沢田

光生） 大工岩本（奥野広志） 女中きん子（大路美也子） 同兼代（佐久良国子） 同

ため子（宇田京子） 使用人鍵田（尾形桃太郎） 社員木田（中川雅夫） 同西山（中村

魁幸） 同小谷（金乃成樹） 社長山本利平（八木五文楽） 秘書谷川（喜多康樹） 社

長令嬢年子（藤枝美紀子） 運転手二宮（池平勝） キャバレーの女とし江（大津十詩

子） 利平の父利左衛門（三井康弘） 同母お房（花村美津子） 全学連委員山本（中

山京子） 同伊藤（槇宏樹） 年子の友人市子（小林悠美子） 同文子（睦悠希子） 同

光子（井原信子） 同米子（中村千賀子） 同友子（弥生比名子） 同静子（寺前浅子） 

同川島（二階堂博） 同元田（岬洋二）  

 

「恋愛教室」 

判をとりに来る女（箕土路瞳） 兼六の娘夏子（四条栄美） 丸山の息子仙吉（喜多康

樹） 細川の息子良太（小島秀哉） 印刷屋高山兼六（花和幸助） 客市川（槇宏樹） 

細川三平（伴心平） 妻お豊（花村美津子） 女中きく（松上美代子） 料理屋のおかみ

時子（石河薫） 時子の妹とみ子（御陵多栄子） 客甲（中村魁幸） 同乙（尾形桃太郎） 

注文の客松井（八木五文楽） 見合の娘まり子（大津十詩子） その母玉枝（滝見すが

子） 夏子の姉きよ子（石島康代） おきよの夫村川（長谷川稔）  

 

「一姫二太郎三かぼちゃ」 

村の子供甲（月城小夜子） 同乙（睦悠希子） 同丙（藤園朱美） 同丁（井原信子） 

酒屋の主人井口（東光男） 手伝いの女お石（石島康代） 近所の人堺（金乃成樹） 

堺の弟幸二（中川雅夫） 幸二の新妻邦子（藤枝美紀子） 近所の人絹子（佐久良国

子） 同初子（大井敬子） 同千代子（大路美也子） 同西村（沢田光生） 西田家の三

男三郎（藤山寛美） 西田の長女安子（酒井光子） 安子の夫大川（守田秀郎） 西田

の四男四郎（小島慶四郎） 西田甚太郎（千葉蝶三朗） 西田の次男二郎（花柳武始） 

二郎の妻房枝（曽我廼家鶴蝶） お石の夫小山（花和幸助） 甚太郎の妻おひさ（石河

薫） 西田の長男一郎（小島秀哉） 一郎の妻芳子（滝見すが子） 知人楠（八木五文

楽）  

 

「はなの六兵衛」 

人妻（小林悠美子） 同心立花藤馬（守田秀郎） 鳶職金太（三井康弘） 同藤吉（沢



田光生） 伊勢屋番頭嘉七（千葉蝶三朗） 茶店の娘おかつ（酒井光子） 大和の六兵

衛（藤山寛美） 侠客久利加羅竜五郎（伴心平） 乾分寅吉（長谷川稔） 同辰三（喜

多康樹） 同卯之吉（中村魁幸） 同丑松（花柳武始） 家老田辺右近（金乃成樹） 有

馬玄蕃頭（小島慶四郎） 小姓釆女（宇田京子） 近習戸沢（尾形桃太郎） 同村山

（中川雅夫） 同太田（槇宏樹） 同滝川（山田光夫） 同大西（二階堂博） 同飛岡（池

平勝） 同今北（言美健市） 同中川（金田稔） 同奥田（奥野広志） 同大垣（岬洋二） 

腰元若葉（曽我廼家鶴蝶） 同紅葉（大津十詩子） 同梅葉（四条栄美） 同繁葉（藤

枝美紀子） 同竹葉（大路美也子） 同菊葉（御陵多栄子） 同月葉（大井敬子） 同雪

葉（佐久良国子） 同松葉（松上美代子）同露葉（寺前浅子） 同双葉（中山京子） 同

青葉（月城小夜子） 同夢葉（睦悠希子） 同百合葉（井原信子） 同君葉（中村千賀

子） 同弓葉（弥生比名子） 同萩葉（藤園朱美） 同清葉（箕土路瞳） その他、通行

の人、捕手多ぜい 

 

夜の部 

「万博小僧」 

通行の人（小林悠美子・藤園朱美・弥生比名子・中村千賀子・寺前浅子・山田光夫・

岬洋二・奥野広志・二階堂博・箕土路瞳） アベックの男西田（中川雅夫） 同女明子

（御陵多栄子） 少年公造（月城小夜子） 同良夫（宇田京子） 同次郎（井原信子） 

同正夫（睦悠希子） ミルクホール主人万吉（長谷川稔） 同女房安子（佐久良国子） 

池田巡査（池平勝） 山川巡査（金田稔） 団地の奥さん太田（大路美也子） 同伊藤

（中山京子） 老人松井（三井康弘） その若い妻君子（藤枝美紀子） 公造の母定子

（滝見すが子） 仲人吉田（沢田光生） 公造の父西条（金乃成樹） 親切なおばさん

静子（花村美津子） 知人石井（中村魁幸） プラカードを持つ人甲（槇宏樹） 同乙

（言美健市）  

 

「昭和任侠 帰って来た男」 

夜の女（大井敬子） 酔漢（中村魁幸） 弟分浅（花柳武始） 大前田親分の娘おせき

（大津十詩子） 使いの兄（言美健市） 同妹（宇田京子） 山上三吉（小島慶四郎） コ

ック（中川雅夫） 警官山本（守田秀郎） 大海の女房お勝（石島康代） 魚松の若い者

弥吉（喜多康樹） 忠太郎の妻お雪（酒井光子） 下女おかめ（松上美代子） お雪の

子みよ子（飯塚明美） 北川良（石河薫） 吉良留女房お辰（大路美也子） となりの娘

市子（月城小夜子） その父親のおっさん（三井康弘） 烏金の権さん（東光男） 吉良

留吉（八木五文楽） 繁田源兵（花和幸助） 源兵の娘志麻子（藤枝美紀子） 助産婦

（佐久良国子）  

 

「除夜の鐘」 



店の者松島（金乃成樹） 知合いの女おみよ（花村美津子） 女中おかつ（大井敬子） 

店員関（守田秀郎） その妻国子（御陵多栄子） 出入商人正木（八木五文楽） 吉田

清吉（小島秀哉） その妻時枝（四条栄美） 時枝の父沢井（伴心平） 沢井の妻八重

子（滝見すが子） 小野文吉（藤山寛美） 文吉の子供建一（篠原一郎） 沢井の店員

木下（沢田光生） 夜鳴きうどん屋丸八（千葉蝶三朗） 知人山本（喜多康樹） 通行人

一（寺前浅子） 同二（藤園朱美） 同 A(尾形桃太郎） 同 B(槇宏樹） 文吉の妻秋子

（曽我廼家鶴蝶）  

 

「忠臣蔵こぼれ話」 

[四十七士] 

大石内蔵助良雄(藤山寛美） 大石主税良金（月城小夜子） 吉田忠左衛門兼売（長

谷川稔） 原惣右衛門元辰（槇宏樹） 間瀬久太夫正明（岡田稔） 間喜兵衛光延(中

村千賀子） 堀部弥兵衛金丸（東光男） 富森助右衛門正因（尾形桃太郎） 早水藤

左衛門満堯（河内淳） 奥田孫太夫重盛（二階堂博） 大石瀬左衛門信満（花和幸助） 

堀部安兵衛武庸（金乃成樹） 菅谷半之丞正利（田中耕平） 千馬三郎兵衛光忠(浅

田一夫） 岡野金右衛門包秀（中川雅夫） 大高源五忠雄（佐久良国子） 吉田沢右

衛門兼貞（山田光夫） 倉橋伝助武幸（植田久義） 片岡源五右衛門高房（喜多康樹） 

小野寺十内秀和（八木五文楽） 磯貝十郎左衛門正久（言美健市） 近松勘六行重

（寺前浅子） 潮田又之丞高教（大井敬子） 赤垣源蔵重賢（沢田光生） 矢田五郎右

衛門助武（池平勝） 中村勘助正辰（浅野一良） 不破数右衛門正種（高橋長次郎） 

木村岡右衛門良行(睦悠希子） 貝賀弥左衛門友信（田口寅雄） 岡島八十右衛門常

樹（井原信子） 武林唯七隆重（花柳武始） 間新六光風（下村克巳） 松村喜兵衛秀

直（三井康弘） 勝田新左衛門武堯（奥野広志） 小野寺幸右衛門秀富（小倉菊次郎） 

奥田貞右衛門行高（辻賢） 松村三太太夫高直（小林悠美子） 芽野和助常成（(今藤

長助） 三村次郎左衛門包常（岬洋二） 杉野十平次次房（箕土路瞳） 前原伊助宗

房(藤枝美紀子） 間十次郎光興(中村魁幸） 矢頭右衛門七教兼（宇田京子） 間瀬

孫九郎正辰（中山京子） 横川勘平宗利（吉備野団吾） 神埼与五郎則休(大路美也

子） 寺坂吉右衛門(金田稔）  

ナレーター(花柳武始） 吉良上野介（伴心平） 浅野内匠頭（小島慶四郎） 梶川与惣

兵衛(三井康弘） 道行の勘平(四条栄美） 同お軽(曽我廼家鶴蝶） 道行きの伴内(八

木五文楽） あやめの源助（花和幸助） 天野屋丁稚長松（藤山寛美） 利平の倅利太

郎(三木豊） 天野屋女中お梅（石島康代） 天野屋利平（千葉蝶三朗） 天野屋利平

の女房おその（酒井光子） 奉行所の門番（東光男） 同心大川隼人（中村魁幸） 同

心中山左近（金乃成樹） 奉行所の記録方（槇宏樹） 瓦版売り（長谷川稔） 戸田の

局（石河薫） 腰元夕月（大津十詩子） 同霜月（松上美代子） 同五月（御陵多栄子） 

そん他役人大名通行の人捕手非人多ぜい 


